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佐賀市営バス事業経営計画の平成２８年度実施状況 

 

第１ 利用者増への取り組み 

 

 １ 新商品、新サービスの企画、開発 

(1)夏休み及び冬休みの期間中に、市営バス全路線が乗り放題になる「ノリのり

きっぷ」の対象者に小学生を追加し、小中高生に発売 

・販売実績：夏休み６４９枚（うち小学生８８枚）、冬休み３０４枚（うち小学

生３４枚） 

 

(2)佐賀市在住の７０歳以上の住民を対象とした「ワンコイン・シルバーパス」

を販売（平成２６年度から助成対象年齢を、７５歳から７０歳に引下げ） 

・販売実績：１０，５１５枚（うち新規対象者４７８枚） 

 

(3)運転免許証自主返納制度として、市営バスの運賃が半額になる「高齢者ノリ

のりパス」を申請者に無料で交付（平成２６年１０月１日から制度改正） 

・交付実績：２１枚 

 

 ２ バス利用の促進策 

 (1)バスの乗り方教室を学校、一般団体向けに開催 

 ・開催実績：５団体 

 

第２ 安全、安心、快適な市営バスを目指して 

 

 １ 安全な運行、接遇の向上 

  (1)デジタルタコグラフ内蔵型ドライブレコーダーを１７車両に新規設置 

 ・ドライブレコーダー 全車両６９台中６９台導入（導入率１００％） 

 

 ２ 環境保全対策 

 (1)バイオディーゼル１００％燃料を使用した車両を１台増車し全５台運行 

 

第３ 利用者の利便性の向上 

  

１ バス待ち環境の向上 

(1) バス停上屋を６箇所、ベンチを５０箇所設置（創業８０周年記念ベンチ） 

 ・累積設置数：バス停上屋１５５箇所、ベンチ２４８箇所 

(2)ノンステップバスを４台（新車３台、中古車１台）、リムジンバス１台購入 

・ノンステップバスの割合：全車両６９台中４５台導入（導入率６５．２％） 

（3）バス停ソーラーLED照明を６箇所設置  
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 ２ バスの利便性向上 

  （1）ＩＣカードシステムの導入 

    平成２９年２月１６日、全国相互利用交通系ＩＣカード（nimoca）システム

を全車両に導入しバス利用者の利便性向上を図った。 

 

第４ 収支状況 

 

 １ 損益計算書 

（平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで） 

      

（単位：円） 

１ 営 業 収 益 

      （１）旅客運送収益 

 

646,019,402 

    （２）旅客運送雑収益 

 

26,453,973 

    （３）受託事業収益 

 

87,705,944 

 

760,179,319 

  

       ２ 営 業 費 用 

      （１）建物諸構築物保存費 

 

6,886,050 

    （２）車両保存費 

 

73,812,285 

    （３）固定資産保存諸経費 

 

97,179,265 

    （４）運 転 費 

 

583,450,794 

    （５）運輸管理費 

 

111,323,967 

    （６）一般管理費 

 

141,660,073 

    （７）自動車重量税 

 

2,113,800 

 

1,016,426,234 

    営 業 損 失 

     

256,246,915 

       ３ 営 業 外 収 益 

      （１）受 取 利 息 

 

23,682 

    （２）国県補助金 

 

119,499,000 

    （３）他会計繰入金 

 

17,418,000 

    （４）他会計補助金 

 

87,558,000 

    （５）長期前受金戻入 

 

32,246,433 

    （６）雑 収 益 

 

11,491,808 

 

268,236,923 

  

       ４ 営 業 外 費 用 

      （１）支 払 利 息 

 

187,839 

    （２）雑 支 出 

 

6,523,846 

 

6,711,685 

 

261,525,238 

  経 常 利 益 

     

5,278,323 
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５ 特別利益 

      （１）過年度損益修正益 

 

18,593,208 

 

18,593,208 

  

      ６ 特別損失 

      （１）過年度損益修正損                                     

（２）固定資産売却損 

 

3,333,336 

2,572,130 

 

5,905,466 

 

12,687,742 

       当年度純利益 

     

17,966,065 

前年度繰越利益剰余金 

     

224,160,177 

当年度未処分利益剰余金 

     

242,126,242 

 

２ キャッシュ・フロー計算書 

（平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで） 

   

（単位：円） 

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー 

  

 

当年度純利益 17,966,065 

 

 

減価償却費 83,743,154 

 

 

除却費 65,068 

 

 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 48,811,085 

 

 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,155,057 

 

 

長期前受金戻入額 △ 32,246,433 

 

 

受取利息 △ 23,682 

 

 

支払利息 187,839 

 

 

有形固定資産の売却損益（△は益） 2,572,130 

 

 

過年度損益の修正増減額（△は益）  

未収金の増減額（△は増加） 

△15,259,872 

△179,633,808 

 

 

未払金の増減額（△は減少） 141,892,415 

 

 

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,105 

 

 

その他流動資産の増減額（△は増加） △2,972,400 

 

 

その他流動負債の増減額（△は減少） △1,173,163 

 

 

業務活動によるキャッシュ・フロー 

 

66,100,560 

    ２ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

  

 

有形固定資産の取得による支出 △ 240,919,050 

 

 

有形固定資産の売却による収入 1,170,000 

 

 

国県補助金等による収入 90,830,557 

 

 

一般会計からの繰入金による収入 97,254,999 
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受取利息 23,682 

 

 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

△ 51,639,812 

    ３ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

  

 

建設改良費の財源に充てるための他会計借入

金による収入 45,000,000 

 

 

建設改良費の財源に充てるための他会計借入

金の返済による支出 △ 41,932,000 

 

 

支払利息 △ 187,839 

 

 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

2,880,161 

      資金増減額（△は減少） 

 

17,340,909 

  資金期首残高 

 

152,233,389 

  資金期末残高 

 

169,574,298 

 


